第三者評価　受審模擬体験シート
※自らの施設の状況を振り返り、自己評価欄に○を記入してください。

　自己評価を踏まえ、「評価結果」のa・ｂ・ｃいずれかに○を付けてください。


a評価…よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態

b評価…aに至らない状況、多くの施設・事業所の状態、｢a｣に向けた取組みの余地がある状態

c評価…b以上の取組みとなることを期待する状態
【保育所】
○ 保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実情

	評価結果

	a・ｂ・ｃ


に応じて全体的な計画を編成している。（解説P１）
	評価の着眼点
	自己評価欄

	全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの趣旨をとらえて編成している。
	

	全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針や目標に基づいて編成している。
	

	全体的な計画は、子どもの発達過程、子どもと家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考慮して編成している。
	

	全体的な計画は、保育に関わる職員が参画して編成している。
	

	全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の編成に生かしている。
	


○ 保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や専門性
の向上に努めている。（解説P３）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	自己評価欄

	保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自己評価）を定期的に行っている。
	

	自己評価にあたっては、子どもの活動やその結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取り組む過程に配慮している。
	

	保育士等の自己評価に取り組むことにより、互いの学び合いや、保育の改善、意識や専門性の向上につなげている。
	

	保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実践の自己評価につなげている。
	


【高齢者福祉サービス】
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


○ 利用者の権利侵害の防止等に関する取組が徹底されている。（解説P５）
	評価の着眼点
	特養
	通所
	訪問
	養護
	軽費
	自己評価欄

	権利侵害の防止等のために具体的な内容・事例を収集・提示して利用者に周知している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	権利侵害の防止と早期発見するための具体的な取組を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	原則禁止される身体拘束を緊急やむを得ない場合に一時的に実施する際の具体的な手続と実施方法等を明確に定め、職員に徹底している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	所管行政への虐待の届出・報告についての手順等を明確にしている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	権利侵害の防止等について職員が具体的に検討する機会を定期的に設けている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	権利侵害が発生した場合に再発防止策等を検討し理解・実践する仕組みが明確化されている。
	○
	○
	○
	○
	○
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。

○　利用者の体調変化時に、迅速に対応するための手順を確立し、取組を行っている。
（解説Ｐ8）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	特養
	通所
	訪問
	養護
	軽費
	自己評価欄

	利用者の体調変化に気づいた場合の対応手順、医師・医療機関との連携体制を確立し、取組んでいる。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	日々の利用者の健康確認と健康状態の記録を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の体調変化や異変の兆候に早く気づくための工夫をしている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	職員に対して、高齢者の健康管理や病気、薬の効果や副作用等に関する研修を実施している。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	体調変化時の対応について、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底するための方策を講じている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の状況に応じて、職員が適切に服薬管理または服薬確認をしている。
	○
	○
	―
	○
	○
	

	その日の体調について、迎え時に家族から情報を得て、さらに利用開始時・終了時には必ず健康チェックを行っている。
	―
	○
	―
	―
	―
	

	異変があった場合には、家族、医師、介護支援専門員等に連絡する体制を確立している。
	―
	○
	―
	―
	―
	

	訪問時に健康チェックを行い、異変があった場合には、家族、医師、訪問看護事業所、介護支援専門員等に連絡する体制を確立している。
	―
	―
	○
	―
	―
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。
【障害者福祉サービス】

○ 個別支援計画にもとづく日中活動と利用支援等を行っている。（解説P10）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	入所

支援
	訪問

支援
	通所

支援
	共同生活支援
	就労

支援
	自己評価欄

	個別支援計画にもとづき利用者の希望やニーズにより選択できる日中活動（支援・メニュー等）の多様化をはかっている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の状況に応じて活動やプログラム等へ参加するための支援を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の意向にもとづく余暇やレクリエーションが適切に提供されている。

	○
	○
	○
	○
	○
	

	文化的な生活、レクリエーション、余暇及びスポーツに関する情報提供を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	地域のさまざまな日中活動の情報提供と必要に応じた利用支援を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	個別支援計画の見直し等とあわせて日中活動と支援内容等の検討・見直しを行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。
○ 利用者の家族等との連携・交流と家族支援を行っている。（解説P13）
	評価結果

	a・ｂ・ｃ


	評価の着眼点
	入所

支援
	訪問

支援
	通所

支援
	共同生活支援
	就労

支援
	自己評価欄

	家族等との連携・交流にあたっては、利用者の意向を尊重して対応を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の生活状況等について、定期的に家族等への報告を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の生活や支援について、家族等と意見交換する機会を設けている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の生活や支援に関する家族等からの相談に応じ、必要に応じて助言等の家族支援を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の体調不良や急変時の家族等への報告・連絡ルールが明確にされ適切に行われている。
	○
	○
	○
	○
	○
	

	利用者の生活と支援に関する家族等との連携や家族支援についての工夫を行っている。
	○
	○
	○
	○
	○
	


○：適用、△：取組や設備の状況により評価外又は非該当にできる、―：評価外。

資料３－１





○本県の福祉サービス第三者評価基準は、県HPに掲載しています。


http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-240/chifuku/daisansha/contents/hyoukakijun.html





〔上記ページへの入り方〕


静岡県ホームページ→健康･福祉→社会福祉･高齢者福祉


→福祉指導課　又は　介護・障害サービス事業者の指定・指導・監督、社会福祉法人及び児童


福祉施設等の指導・監督


→法人児童指導班→福祉サービス第三者評価→第三者評価事業とは･Q＆A


→（左側縦上部の）規程集


→評価項目・評価基準、公表様式、利用者調査票・事業プロフィール様式　の見出しの下の


評価項目・評価基準をクリック








